
（別紙３）

～ 2025年　1月　20日

（対象者数） 36名 （回答者数） 26名

～ 2024年　12月　25日

（対象者数） 14名 （回答者数） 14名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も紐の結び方、ボタンの着脱、チャックの開閉動作
の微細運動を取り入れていき、生活に必要な基本的技能

の獲得を行えるように支援していきます。

2
個人、集団での運動を段階を通じて行い、最終的には集
団での運動や集団活動に参加でき、社会性・対人関係の

向上を図って行きます。

3
調理過程でスプーンなどのカトラリーの使用に慣れてい
き食に対する興味、調理の楽しさをレクリエーションを
通じて感じてもらえるように支援を行って行きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
希望された曜日でのご案内が現在非常に厳しい状況の

為、スポットでの追加対応や他のアプリ等のご案内等も
させていただいております。

2
外出する際は前もって職員数を増やし、室内で行える調
理レクリエーションの充実も並行して取り組んで行く。

3 営業部及び施工業者に補修依頼をしている。

生活に必要な基本の身支度も来所時・退所時に
自立して取り組めるよう支援しております。

お子様の特性に配慮して、来所から退所までの流れを
番号や絵カードなどを使い視覚的にも理解し易いように

構造化しています。

アプリ独自のリズム体操プログラムがあり
身体能力の向上・保有する感覚力を高めています。

音楽にあわせて身体を動かし上肢、下肢の連動した
動きや姿勢保持の改善及び習得を行っています。

工作や調理レクリエーションのプログラムなどを
取り入れて、お子様一人一人自発的に活動に参加して

楽しんでもらえるよう取り組んでいます。

指先を使って細かい作業や集中力を養い、想像力や
感性を育む季節の行事を楽しんで行っています。

オープンから時間が経過しているのもあり
指導訓練室の補修が必要な部分が

出てきている。
経年劣化による老朽化

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

希望された曜日の枠がいっぱいで施設を利用したい日に
ご案内出来ないことがある。

今年度の卒業生がとても少なく、利用されていた曜日も
週1日だった為、ご案内できる曜日が限られてしまってい

る

お出かけの外出頻度が昨年より減ってしまった。 外出の為の職員数が確保出来ない為。

2024年　12月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　1月　30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アプリ児童ディサービス北烏山

○保護者評価実施期間 2024年　12月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


